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〔論文審査の要旨〕 

本論文は，自動車車体部品として広く使用されている Al‐1.5Mnと Al‐9Siをベースとした

合金に焦点を当て，合金の作製及び機械的特性評価を行っており，合金のシリーズが異なって

も電子パラメータを用いて特性整理ができることを発見し，一般論まで繋げた「ものつくり」

観点から工学的には大変優れた研究成果が極められている。 

第 1章では，アルミニウム合金材料の輸送分野の発展に重要な軽量材料として，応用的背景

及び開発状況について説明する。Al‐1.5Mn と Al‐9Si の位置づけと当該研究の関係・目標に

ついて検討する。また合金設計法を論じる。 

 第 2では，Al‐1.5Mn合金中への Si添加により，0.2%耐力と最大引張強さがそれぞれ 67 MPa 

と 160 MPa強化した引張挙動を示したが，破壊ひずみは 9%までに減少する結果を得る。流動応

力とひずみのそれぞれ増加と減少は，合金の組織微細化と固溶体強化度合の増加に起因する。 

第 3と 4章では，Al-9Si ベースの合金へ，0.2Mo+0.2Zr，0.2Tiおよび 0.2V を添加した も

のについて説明する。0.2Mo+0.2Zr 添加合金は，鋳放し条件で固溶体強化と微細構造制御によ

り最大引張強さ（160 MPa）と破壊ひずみ（7 . 1 %）両方ともベース合金（145 MPa，6.1 %）

に比べて改善ができる。As-cast 合金における強度の向上は，連続相である α-Al 相の固溶体

強化度合いが要因として挙げられる。また延性の向上は，α-Al 相中の固溶元素濃度偏析度合

いが要因として挙げられる。 

第 5 章では，Al‐1.5Mn と Al‐9Si 合金の組織構造や機械特性などを電子パラメータで整理

がつくことを考察し，2種合金系の開発結果と鋳放し適用性ついて説明する。 

第 6章では，研究成果のまとめを述べる。 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格があるものと

認められる。 

備考：審査の要旨は，1,500 字以内とする。 


